
【 概 要 】
(主)川根寸又峡線八木橋（榛原郡川根本町奥泉）は、昭和63年に架設され経年変化による防護柵の塗膜劣化が著

しいことから、防護柵の塗装塗り替え工事を実施します。
今回の景観検討は『橋梁用防護柵』が対象とされました。
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景観検討会議対象

（橋梁用防護柵）

ふじのくに色彩・デザイン指針
《 留意事項 》

景観検討会議結果

防護柵の色彩に配慮する
・周辺環境や前後の防護柵の色彩に配慮する
・エリア区分：森林広葉樹
・構造物区分：連続して見られ塗装面積小

指針どおり、ダークグレーとする。


